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海洋汚染等及び海上災害の防止に関する法律の規定に係る陸

上自衛隊の使用する船舶の適正管理について（通達）

標記について、下記によることとされたので、遺漏のないよう措置され

たい。

記

船舶安全法等の適用を除外等する自衛隊法（昭和２９年法律第１６５号）

の改正にあわせ、海洋汚染等及び海上災害の防止に関する法律施行規則（昭

和４６年運輸省令第３８号）及び海洋汚染等及び海上災害の防止に関する

法律の規定に基づく船舶の設備等の検査等に関する規則（昭和５８年運輸

省令第３９号）の一部が改正され、海洋汚染等及び海上災害の防止に関す

る法律（昭和４５年法律第１３６号。以下「海洋汚染防止法」という。）

の規定の一部については、陸上自衛隊の使用する船舶（水陸両用車両を含

む。以下「陸自船舶」という。）への適用が除外されることとなった。

海洋汚染防止法の規定の一部の適用除外後も、同法の趣旨を尊重するこ

ととし、現に有する種類の陸自船舶については、オゾン層破壊物質を含む

設備及び放出基準を上回る窒素酸化物を放出する原動機の搭載を運用上必

要な場合に限る。今後、陸自船舶の種類を追加する場合は、管理の対象を

見直し、必要に応じて変更するものとする。

この通達の実施に関し必要な事項は、防衛装備庁長官が定める。
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